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はじめに
　 
　 こ こ 数 十 年 間 に お け る ICT(Information 
Communication Technology) 技術の進展と普及は人
間の生活を大きく変えた。日本では、1990 年代後半
から PC 保有率、インターネット 普及率が伴に急増
し、今や電子空間では、テキスト、音、画像、動画など、
様々な < 情報 > がやりとりされ、蓄積されている。現
在人の生活は、パソコンの画面に向かう時間が増え、 
パソコンと電子ネットワークは、仕事や社会生活には
欠かせないツール、インフラとなった。こうした潮流
の影響を教育機関も受けている。高等学校では 2003
年から普通教科「情報」が必修教科とされ、すべての
高校で実施されるようになり、2006 年には「情報」
必修化後の生徒が大学へと進学する時代になった。久

保田 (2008) は、2008 年 1 月の中央教育審議会答申
で「情報科」の構成に修正が行われた点に着目してい
る。それによると、「新しい学習指導要領では、科目「情
報」は、より広く、深く学ぶことをめざして、現行の
3 科目 ( 情報 A 〜 C) から「社会と情報」「情報の科学」
の 2 科目に再構成された ( 文部科学省 ,2008)」。「社
会と情報」では、情報が現代社会に及ぼす影響を理解
させるとともに、情報機器などを効果的に活用したコ
ミュニケーション能力や情報の創造力・発信力などを
養うなど情報化の進む社会に積極的に参画することが
できる能力・態度を育てることに重点を置いている (
文部科学省 ,2008)。そして、「情報の科学」では、「現
代社会の基盤を構成している情報に関わる知識や技術
を科学的な見方・考え方で理解し、習得させるととも
に、情報機器などを活用して情報に関する科学的思考
力・判断力などを養うなど、社会の情報化の進展に主
体的に寄与することができる能力・態度を育てること
に重点が置かれている ( 文部科学省 ,2008)」。大学で
も、「パソコンの仕組みそのものを学ぶ概論やプログ
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ラミング等の授業に加え、様々な学習プロセスに ICT
を活用する、「ICT を活用して学ぶ」機会が設けられ
るようになった ( 久保田 ,2008)」。こうした状況から
も、デジタルメディアが学びのツールとして欠かせな
い時代となったことが窺える。久保田は、こうした変
化が教育機関に及ぼす影響について次のように述べて
いる。

　「ICT を導入することで、閉鎖的な教室が世界に開
かれた場所にかわる。例えば、インターネットで海外
の学校と交流したり専門家の意見を聞くためにテレビ
会議システムを活用したり、「外にひらかれた学習」
を始めることで、知識は教師の専有物ではなくなる。
教師は知識を独占し、一方的に知式を伝える役割から
の脱皮を求められる ( 久保田 ,2008)」。

　久保田が言うように、今後、ICT によって大学にお
ける〈学び〉の形態も大きく変わっていくことが予測
できる。では、大学教育における ICT の活用は、い
かなる可能性を持っているのだろうか。また、どのよ
うにしたら、活用できる環境を大学は提供できるのだ
ろうか。こうした問題関心にそって、本稿では、大学
教育における ICT 活用とそれによってもたらされう
る変化を、様々な他大学の取り組み、および、本学に
おける実践から考察していく。様々な事例の中でも特
に、オフラインとオンラインの有機的なつながりを創
出するような実践を先行研究として着目し概観する。
先行資料としては、2010 年度に筆者らが参加した「大
学教育研究フォーラム」の発表と発表論文集を使用す
る。先行事例を整理しつつ、また本学における教員へ
の聴取内容も参考にしながら、大学における教員、学
生の学修支援ニーズを整理する。
　上記の整理をもとに、本学教育開発センターが
2010 年度に行ってきた ICT を用いた学修支援のパイ
ロット的実践がどのような意味・意義を持っているの
かを検証する。実践を検証するにあたっては、 計画か
ら運用に至るプロセス、運用後の効果等を詳細に記述
したい。以上の流れで、包括的に ICT を用いた学修
支援が持つ可能性と課題を浮き彫りにしていきたい。

日本の大学における状況 ー他大学の実践事例ー

　辻本 (2010) は以下のように述べている。

　「近代という時代をメディアの観点から見るなら

ば、それは文字の時代であり、かつ印刷の時代であっ
た。この意味において近代の学校は、紛れもなく文字
と印刷のメディアを基礎にした、ひとつの壮大な知の
伝達メディア装置として成立している。」

　この構図は、大学教育にも当てはまる。子どもだけ
でなく成人に関しても、「知のあり方と心の形成はそ
のメディア状況に相関的であるとするならば、今のメ
ディア革命は、情報伝達様式はもちろん、現代人の思
考や感性の様式、ひいては人間関係までをも変質させ
つつある ( 辻本 ,2010)」といえよう。辻本が言う知
の伝達とは、「単に量的に計測されるような情報の伝
達だけでもなく、また文字化して明示されるような知
識や情報の伝達だけでもない。人間の知が持つ様々な
側面を含み込んだ、いわば総体としての知の伝達」で
ある。辻本は、「現代 ICT により起こりつつある大変
革は、文字と出版に基づく知の伝達メディアとそれを
前提とした近代学校教育の基盤そのものを脅かしてい
ることを同時に意味しており、この第二のメディア革
命は、近代が生み出した学問知そのものへの挑戦であ
る」と述べる。そして、「今の大学がよってたつ学問
知 ( 近代の学問知 ) は、メディアのこの新たな挑戦に
果たして耐えられるのであろうか」という挑発的な問
いを投げかけている。
　こうした危機感や認識は、昨今の大学教育改革に
取り組む部局では、もはや当然のものとなりつつあ
る。この認識を教育実践に移すべく様々な取り組みが
実験的に行われており、それは 1 つの研究領域をも
形成している。「ICT と FD(Faculty Development)」、

「ICT と学生の主体的な学び」、「e-portfolio による学
生支援」、といった単語の組み合わせは、大学教育を
テーマにしたフォーラムでは、どこでも目にするよう
になった。その多くが、元来の記憶中心型の < 学び >
ではなく、自ら情報を収集し他人との議論を通じて、
情報を知へと昇華させていくような頭の使い方、活動
の仕方を主眼に置いている。このような活動を成り
立たせるためには、時には、ディシプリンを超えて、
様々な角度から全体像に迫っていくことも必要であ
る。ICT を活用した、PBL(Problem Based Learning
や Project based learning)、アクティブラーニング
などは、明らかにこうした流れを意識している。本項
では、筆者らが 2010 年 3 月に参加した「大学教育研
究フォーラム」での発表をもとに、その特徴を分類し
てみたい。
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(1) 学生個人の支援に活用されている例
　まず、学生個人の portfolio に ICT を活用している
例として、関西大学の例を挙げたい ( 冬木 ,2010)。 発
表者の冬木教授は、「教えは栄え、学びは滅ぶ、とい
われているがそういう状況をどのように打破するの
か、それに ICT が絡めるのか」という問いの基、長
年開発に挑まれてきた。関西大学では、ICT を活用し
た汎用教育支援モデルと授業支援型ユーザーインタフ
ェイスとして CEAS1) を提供している。CEAS は関西
大学が開発した。現在一部、 保守運用で外部委託して
いる部分もあるが、仕組みは、無償オープンソースと
して大学から開発提供されている。CEAS は学生個人
の学習記録を残すこと ( ラーニングマネジメント ) と
大学側のレポート管理、アンケート管理といったコー
スマネジメントを一体化させ運用されている。CEAS
は、学生の大学生活全般をサポートしており、例えば、
科目、学科ごとの勉強の進み具合とアルバイトの予定
管理、サークル活動の予定などを CEAS で管理する
ことができる。筆者の感触では、CEAS によって、大
学生の広範囲な ICT ニーズ ( 授業管理、成績管理、学
習管理、大学外活動管理 ) を網羅できているように思
えた。
　冬木教授は既成のオープンソースで提供されている
LMS(Learning Management System) をカスタマイ
ズをせずにそのまま提供することに対しては、やや疑
問を持たれているようであった。理由は、「システム
導入と教育効果の相関関係を短絡的に考えすぎている
こと、カスタマイズがしにくいためそれぞれの利用者
のニーズに沿った運用をしにくく、その結果、興味が
わかず、講習会を企画しても参加者が無く、悪循環で
ある」、とのことであった。さらに、「システムを導入
したら楽になるとおもっている教員が多すぎる」とい
うご指摘もあった。ICT によって双方向なコミュニケ
ーションは可能になるが、そのための負荷が増える。
つまり、今まではやらなくても良かったコメント入力
などが増え、「確実に忙しくなると考えておいた方が
よい」とのことであった。実践・運用するに当たって
は、当初、大学側からの予算がおりてこなかったが、
学生が使っている実態を徐々に作っていき、予算をつ
ける状況にされたようである。

(2)FD に活用されている例
　次に、京都大学の MOST をとりあげたい ( 酒井
ら ,2010)。 MOST は京都大学の高等教育開発推進セ
ンターが開発導入しているシステムで、FD(Faculty 

Development) の一環として、教育実践の情報共有を
促進するためのツールである。京都大学の教員、大学
院生、および登録手続きを行えば外部の教員も登録す
ることができる。「学部学生−授業実施者」間のツー
ルではなく、教員と将来大学で教鞭とることを目指す
大学院生が情報共有、授業改善を行うためのもので
ある。インバイト制で誰でも登録できるというわけ
ではない。これは、センターが「オンライン上だけ
で自成するコミュニティはない、Face to Face が基
本」という考えを基盤に ICT ネットワークと学習支
援を考えていることによる。MOST は、京都大学全
体の統合認証システムには入っていない。MOST に
は、Keeptool キットというポスター作成ツールがあ
る。目的や課題別にテンプレートがあり、テンプレー
トのパネルに文字や画像などを貼り付けて簡単にポス
ター発表のような形式で教材を作成することができ
る。MOST は、大学における教育実践のナレッジを
オープン・共有化するプロセスに絡む手段として利用
されているようであった。まず、授業実施者側のナレ
ッジ共有から切り込んでいく、という方法は、本セン
ターにとっても非常に示唆的であった。
　一方で、どういう実践のどの部分をいかなる手法で
共有していくのか、という点に関しては、本学で考え
ていかなければならない課題として引き取った。例え
ば、それぞれの科目、学年ごとに異なる細かなフェー
ズが存在するが、そのどの「部分」を大学教育におけ
るナレッジとして、一般化し、共有していくのかを考
える必要がある。また、結果として何がどうなればナ
レッジが「共有」された、といえるのかもそれぞれの
大学の特色を踏まえた上で議論すべき事項であろう。

(3) 授業プロセスの振り返り、評価に使われている例
　島根大学 ( 家島 ,2010) や東北大学 ( 田中 ,2010) で
は、一部の授業でクリッカーという電卓程度の大き
さのパネル ( 基本的には数字に対応 2)) を手元で動か
し、リアルタイムに質問に対する答えを送信するシス
テムを採用している。上記 2 大学では、クリッカー
を、授業実施者が授業プロセスを振り返るツールとし
て活用していた。クリッカーは、大人数の教室で、ク
ローズドエンド形式の集計を行う場合は、手間がかか
らず非常に便利で、即座に受講生へフィードバックが
できる。クリッカーは、大人数の講義で、学生との双
方向なコミュニケーションを行う「きっかけ」として
の利用価値は実感されているようであった。例えば、
クリッカーは、教員側が意図していることが学生側に
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伝わっているかを、授業のポイントポイントで確認す
るために使用できる。学生にとっては、匿名で理解で
きなかったことを正直に告白できる機会が与えられて
いるため、ドロップアウト率が下がり、教員はその結
果をもって授業デザイン改善に有効利用できるようで
あった。一方、クリッカーのデメリットとしては、カ
ードの使い方を教員がマスターするのに時間がかかる
こと、小さいカードなので紛失する学生が必ず出るこ
と、配布回収に時間がかかること等があげられてい
た。
　同様に、東北大学でもクリッカーを使っており、「わ
かりやすい」「わかりにくい」などの意味づけされた
ボタンを受講生が押す仕組みをすべてビデオに撮り、
授業評価、教員の振り返りに使用しているようであっ
た。クリッカーのような仕組みは、即時アンケートに
使うためには、簡便で適している。これらの取り組み
に示唆を得るとするならば、タブレット PC やスマー
トフォンに対応させた、即時アンケートを匿名かつ 1
名 1 回答で実施する際に応用する方法が考えられよ
う。

(4) 組織改善と連携している例
　最後に大阪府立大学 ( 高橋 ,2010) の事例を取り上
げたい。高橋教授による発表タイトルは、「組織とし
ての教育力 −個人の名人芸で終わらせないために−」
というもので組織運営と ICT との連携に関する示唆
的な報告であった。大阪府立大学では、学生アンケー
トで「授業時間外学習時間 0=3 割以上」と出た結果
を重く見て、「個人レベルではなく組織として動かな
ければ状況の改善は不可能」とみたところから活動が
始まったという。学習時間に相関して、大学側が想定
している基礎力を学生が身につけずに入学してくるこ
とも問題としてあげられていた。大阪府立大学では、
このような状況を改善すべく、高校・専門との円滑な
接続をサポートするために、授業時間外の学習環境設
備や、組織的な教育環境の提供に着手した。具体的に
は、質問受付室開設と WebMath システムの開発で
ある。質問受付室は、試験的に行ってみた結果、学生
から「もっとあけてほしい ( 夕方からの時間を増やし
てほしい )」という要望が出たという。WebMath シ
ステムは、答えを提示せずに、間違えたパタンによっ
て、システム側から提示される情報のパタンが変わる
というもので、学生の思考プロセスをサポートするシ
ステムである。
　高橋教授によれば、「学生との双方向性を軸にした

サポートを継続していくためには、マンパワー ( 組織
力 ) をどう考え、体制をつくるのかが肝であり、仕組
み改変による成果の量的・質的な測定分析が今後はさ
らに必要」とのお話であった。さらに、「認知利用さ
れていないシステム ( 授業データの管理など ) の普及
を全学的に進め、学部別になっているデータ形式の共
通化、データベース化を行い、かつ、これらの取組が
与える教育効果の検証、という非常に大きな取り組み
が必要」ということであった。組織改善と ICT 運用
が連携するには、「組織的に、目標設定を行うことが
肝要」という貴重なお話であった。

(5) 小括
　以上本項では、4 つの事例を参照しながら他大学に
おける事例を概観してきた。確かに、授業の行程を
ICT 化することによって軽減される仕事もあるが、前
述の様々な例にみてきたように、授業の双方向性を上
げ、質の改善を試みたり、FD に絡めて考えたりした
場合、むしろ ICT を利用することで今まで教員自身
が考える必要の無かったことを試行錯誤する時間が求
められるため、時間的な労力は増えると見た方がよ
い。前述の 4 事例に共通して言えるのが、暗記、記憶、
即忘却型の学びから如何に脱却できるのか、という根
幹的な問いとその具体的な解決策を模索する取組であ
る。以上の事例から示唆を得るとすれば、とにもかく
にも早急に ICT 化を進めるということではなく、人
が < 学ぶ > プロセスや < 学び > に参加する方法を深く
考え、ICT の関わり方を試行錯誤していくことの大切
さなのではないだろうか。

ICT による学修支援の設計

　では、本学でICTを絡めた支援を視野にいれた場合、
どのようなオプションが考えられるだろうか。大学に
おける ICT 活用ニーズは、多岐にわたり、それぞれ
相互に関連してはいるが、教育開発センターでは、ま
ず、教員の授業支援に特化した形で、システム案を考
えることにした。構築案を練るにあたって、以下の 2
点を前提条件とし活動を開始した。
　まず第 1 に、大学教育現場に携わっている教員が、
実際に困っていることや、やってみたいが、できずに
いることを直接聞いて回る活動から始めた。ここから
着手したのは、久保田 (2008) が言うように、「教育
における ICT 活用を考える場合、「テクノロジー」と

「社会」は 1 つのセットとし、両者が渾然一体となっ
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た < ハイブリッド > なものである」という考えの下
で、組み立てていくことが重要と考えたからである。
つまり、「「テクノロジー」と「社会」のあり方は、新
しい技術の開発が先行し、人々はそれに合わせるとい
う技術決定論でもなく、人々の要望が先行し、それに
合ったテクノロジーが開発されるという社会決定論で
もない ( 久保田 ,2008)」。技術を開発する側と使う側
との両者が対話をしながら新しい知を作り出していく
プロセスが大切ということだ。それには、その対話プ
ロセスを作り出す準備がまずは必要である。筆者らは
2011 年 3 月末で、終了が決定していた学修支援シス
テム「キャリアレポート放送局」3) の利用教員を中心
にコンタクトを取っていった。
　第 2 に、こうしたシステム運用に、コストをかけ
ないという方針を立てた。イニシャルコスト、ランニ
ングコストが伴に嵩むようであれば、資金繰りが難し
くなったときの運用継続が難しくなる。教育開発セン
ターでは、オープンソースでシステムが組めるもの、
あるいは OS 附属の機能などの利用で、持続可能な仕
組み作りを目指すことにした。選択肢としては、お茶
の水女子大学にすでに導入されている Moodle、オー
プンソースの CMS である Plone をカスタマイズし提
供する方法、MacOS サーバーに付随する機能を利用
した Rikyu の 3 つを用意した。「キャリアレポート放
送局」を利用していた教員には、上記 3 システムを
学修支援システムとして紹介しつつ、各人のニーズに
最も適切な対応ができそうな仕組みをお勧めするとい
う方式をとった 4)。ニーズを聴取するにあたって、以
下のニーズが浮き彫りになっていった。
 
1 教材準備、配付の効率化の必要性
2 授業の活性化の必要性
3 学生ニーズ ( 学習記録の管理、授業外活動の管理 )
支援
4 授業内、授業外コミュニティ形成支援
5 大学全体のイベント行事、支援

　1「教材準備、配付の効率化」は教員ニーズである。
聴取をするに従って、授業資料としてレジュメや資料
をプリントアウトして配布する手間が非常に大変であ
ること、そして、 後からの配布希望、無くした人への
対応など細々した対応に各教員が追われていることが
わかった。これらは、特に大人数授業においては、大
変な労力となっている。さらに、文字資料配付の効率
化だけではなく、音声や、動画といった資料を授業中

に限らず、事後学修のために、いつなんどきでも使え
るようにしたいという要望や、授業後のコメントシー
トをペーパーレスにしたいという要望もあった。全般
的に紙の場合、整理整頓したり、後から見直す際の捜
索時間がかかるが、電子上で検索をかけることができ
ると時間短縮ができる。
　2「授業の活性化」は、「学生が、授業をただ受動
的に聞いているだけではなく、主体的に学修するため
のきっかけとして、ICT を活かせないか」、という要
望である。 電子媒体の場合、教員が学生のコメントに
返事をつけてすぐにフィードバックをしたり、そのコ
メントを次の授業に用いたりすることが、比較的容易
で、「教員 - 学生」間のコミュニケーションの促進材
料となる。また、大教室での授業はとかく、受講生が
静かに聞いているだけ、という状況になりやすい。前
を向いて座っているだけではなく、同じ興味関心をも
った学生同士が知り合い、議論を展開できる「学生
- 学生」間コミュニケーション促進の要望もあった。
ICT の場合、動的な議論の推移が記録閲覧できるため、
それが他の発言への呼び水となることが多い。
　さらに、3 レポート提出等の履歴を学生自身が残せ
るようにしたいという要望、4 授業外の個人的なスケ
ジュール管理、授業、アルバイト、サークルなどの
管理、5 大学の行事、イベントなどのコミュニティ
作成の要望などがあがった。以上のようなニーズを
大まかではあるが、平面上のマップに落としてみた
(Figure1)。マップの縦軸は、更新頻度の高い、低い
を軸としており、横軸は、コンテンツを更新したりア
ップロードしたりする際にアクセスできる人数の多少
を軸としている。学修支援では、第 1 象限と第 2 象
限が中核となる 5)。
　まず、第 1 象限は、授業のルーティンをこなす領
域である。ここには、教員が配付する、資料の蓄積
やスケジュールの通知、各回のコース管理 ( 授業後コ
メントの提出や学期末レポートの提出 ) などが含まれ
る。採点や成績管理を適応させる場合は、よりセキュ
リティが高い仕組みを提供する必要がある。学内の統
合認証を適応させるのもこの領域であろう。上記の
ような条件をすべて満たしているのは、お茶の水女子
大学では、情報基盤センターが提供している Moodle
である。Moodle は、大学関係者が開発したこともあ
り、教育関係のニーズを包括的に網羅している。また、
学生が自ら履修授業を登録するため、管理者側の負荷
が低い。ただ、カスタマイズが行いにくいことがしば
しば難点として指摘される。そのため、デフォルトの
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状態をそのまま提供すると、システムの利用に慣れて
いない教員にとっては、ややハードルが高くなってし
まうようである。
　第 2 象限は、利用者間の相互作用を促進させるこ
とを目的としている領域である。この領域では、参
加者が容易にアクセスできるような仕組みであるこ
とが重要である。また、見栄えの美しさや使いやす
さを追求して、カスタマイズを行うことで、利用者
の conviviality( 共愉感 6)) を上げる必要もあろう。さ
らに、授業に学外関係者がゲストとして迎えられる場
合、ゲスト講師の議論参加を求める声もある。 本学
の Moodle は大学外部の授業関係者が参加できないた
め、ゲスト講師やインターンシップ先の関係者等との
電子フォーラムとしては利用できない。 第 2 象限の
ニーズを拾おうとした場合、システムへのアクセスを
柔軟に捉えて設計を行う必要がある。教育開発センタ
ーでは、この領域におけるニーズに対応するために、

学内に外部接続が可能なサーバーを新たに 1 つ立て、
オープンソースの CMS の 1 つ、Plone を用い、試験
的に運用を試みた。

Plone による学修支援

(1)Plone の構成方法 
　まず、 2010 年度前期では、様々な教員の要望を聞
きながら、Plone のデフォルト設定をカスタマイズし
ていった。前期は、利用教員が少なかったことことか
ら 1 つの Plone 内でタブ ( ディレクトリ ) を切り分け
るという方法をとった (Figure2)。しかしながらこの
形式をとったことによって、「教員 - 受講生」間のレ
ポート授受を複数の授業に提供できなかった。加え
て、教員がフリーハンドでカスタマイズできるよう、
領域の提供を行ったが、その場合、担当教員は、コン

テンツを生成するはじ
めの一歩をなかなか踏
み出すことができない
ということが後々わか
った。受講生の場合は
ことさらその傾向にあ
った。そのため、2010
年後期では、ある程度、
ディレクトリごとの目
的を明確化し、敢えて作
成できるアイテムタイ
プを制限した。アイテム
タイプとは、ウェブに
追加できるコンテンツ (
データ ) の種類を表して
いる。例えば、「ページ」
タイプの場合は、ブラウ
ザ上から「タイトル」「要
約」「本文」を入力する
ことで 1 つのウェブペ
ージを作成することが
でき、「ファイル」タイ
プ の 場 合 は、PDF 等、
ファイルタイプのデー
タをアップロードする
ことができる。「ニュー
ス」は写真付きの記事作
成、「イベント」はカレFigure1  ニーズのマッピング
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ンダーリンク付きの記事作成といったようにそれぞ
れ特色ある入力フォーマット ( アイテム ) が提供され
ている (Figure3)。

(2) ビジュアルの変更
　2010 年前期の反省を基に、2010 年後期は、個別
の授業内で閉じられた「教員 - 学生」のレポート授受
を実現させるため、教員 1 人に 1 つの Plone サイト

を提供する方式をとった 7)。表紙は、教員毎に見分け
が付くよう、トップページに写真を入れたり、画面を
分割表示させるアドオンプロダクト「Collage」をイ
ンストールし、異なるディレクトリに配置されたスケ

ジュールや、更新があ
った教材一覧などの表
示がされるようカスタ
マイズした。中村美奈
子准教授のサイトトッ
プページがその典型的
な例である (Figure4)。
トップページには、本
文に写真を貼ったウェ
ブページを用い、受講
生が容易に当該授業の
サイトであることを認
識できるようになって
いる。さらに、カレン
ダーサイトに登録され
たイベント情報を「コ
レクション」機能を使
って収集し、「テーブ
ル形式」8) で表示する
ことで、授業日程が目
に付きやすい工夫がさ
れている。
　1 人の教員が複数授
業 を 持 っ て い る 場 合
は、2010 年前期の構

Figure2  2010 年前期 Plone の構築図

Figure3 アイテムタイプ

Figure4 教員トップページの例 1
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成と同様に、1 つの Plone サイト内でタブを切り分
けて構築している (Figure5)。例えば、半田智久教授
の場合、2010 年後期に開講の「コンテンポラリーリ
ベラルアーツ 2」と「知能環境論」の 2 つがタブとし
て表示される。 学生は、同教員のサイトのうち、ロ
グイン後、自分が履修している科目タブのみが表示さ
れる。例えば、「知能環境論」のみを履修している学
生には、ユーザー名、パスワードを入力しログイン後、

「コンテンポラリーリベラルアーツ 2」タブは表示さ
れない。 　
　授業トップページには、目的別のメニューアイコン
9)(Figure6) が配置されており、クリックすると、ア
イテム ( データ ) の追加画面へと移動する。現在用意
されているのは、9 種類であるが、教員のニーズに従
って、特定のものに絞られるケースもある。半田教授
の「知能環境論」では、9 種類のメニューのうち、6
種類に絞られ運用された (Figure7)。
　「material」、「calendar」、「closed report」は、授
業における「教員 - 学生」間のルーティンを効率よく
運営するためのメニューである。「material」は、教
員が授業配付資料や、事後学習資料等を格納できる領
域、「calendar」はレポートの締切やイベントなどの
お知らせをする領域、「closed report」は、「教員-学生」

間の閉じられたレポート授受領域である。2010 年後
期では、「material」「closed report」が最も利用さ
れたため、本項では、「material」中に入れられた教
材の例と、「closed report」について説明する。
　
(3)material の例
　「material」は、教員が様々なタイプの教材を追加
できる領域である。学生は閲覧のみできる。「material」
に追加された教材は、授業トップページに「教員が
加えた最新情報」一覧としての表示されると同時に、

「material」領域でも一覧が表示される (Figure8)。一
覧では、誰がいつ何時にどういう種類のデータ ( パワ
ーポイントや PDF といった種類 ) が追加されたのか
が一目でわかるよう「コレクション」され「テーブ
ルビュー」で表示されている (Figure8)。「material」
には、パワーポイントや PDF、ビデオリンクや画像、

Figure5 教員トップページの例 2

Figure7  授業トップページの例 2 ーメニューボタンが絞られている例ー

Figure6  メニューアイコン一覧
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音声、動画ファイルのアップロードも可能で、Plone
側がファイル形式を自動認識してファビコンを表示
させている。 三浦徹教授の授業では、様々なタイプ
の授業資料がデータとして使われた。Figure8 に表示
されているファイル形式の教材に加え、イスラムのフ
ァッションや踊りについての動画教材がビデオ形式
(Figure9) で提供され、それを基に事後課題の提出が
求められる回もあった。

　直接ブラウザ上から、ウェブサイトを作成し、教材
とすることもできる。その場合は、ウェブサイトの

「本文」入力欄に画像、音声、動画リンクを貼りつけ
様々なバリエーションの情報を 1 つのウェブページ
内で提供できる (Figure10)。ファイル (Word、PDF、
MP3 等の音声ファイル ) を直接アップロードした場

合は、該当リンクをクリックすると、各自のローカル
パソコンへダウンロードされるが、ウェブページ形式
のアイテムに音声や動画を入れ込んで作成すると、ブ
ラウザ上で閲覧、再生ができる。Figure10 は、「本文」
入力箇所に画像を貼り付けている例である 10)。
　ウェブページの「本文」中にデータリンクを張るタ
イプの使い方は、宮尾正樹教授の「中国語初級」の授
業でご活用いただいた。教材の中に、中国語の音声
をファイル形式でアップロードし、音声ファイルへ
のリンクをウェブページの本文に貼る使用方法であ
る (Figure11)。ただ、課題としては、Figure11 にも
あるように回答する側の受講生が、教員が作成した
表 ( 回答欄 ) をコピーして、異なるディレクトリにあ
る closed report サイトから回答を提出するという方
式をとったため、受講生にとっては手続きがやや煩雑
であった可能性がある。こうした煩雑さを解消する手
立てとして、問題と解答スペースが一体化したクイズ
形式の、アドオンプロダクトをインストールするこ
とが考えられる。本センターでは、現在「EC Quize」
というアドオンプロダクトをテスト中である。「EC 
Quiz」では、教員が、正解、不正解を設定し、受講
生はウェブページから直接回答ができる。また、回答
データには、得点をつけることができるため、あとか
ら計算をする必要がない。回答結果の CSV 出力もで
きる。しかしながら現在「EC Quiz」は英語のみに対
応していることや、画像や音声の貼り付けといった立
体的な使い方ができなくなっていることなどから、実
運用に至っていない。アドオンプロダクトの改変に対
応できる工学的な知識を持った人材も今後、きめ細や

Figure8 多彩なファイル形式による教材一覧の例

Figure9 ビデオ教材の例
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かな要望に対応するにあたって必要になると思われ
る。
　教材として追加したコンテンツは、自動でサイト
マップが生成され、位置を常に確認できる。サイト

内の位置を移動したい場合は、作
成したコンテンツごと、「コピー &
ペースト」を行う。その際、「本文」
中に作成した様々なタイプのリン
ク ( 画像リンク、動画リンク、音
声リンク ) も自動的に張り直され
るためウェブサイト作成者にとっ
ては負荷が低い。フォルダ ( 特定
のディレクトリ ) ごとウェブサイ
ト上で「カット & ペースト ( 場所
の移動 )」を行うこともできる。例
えば、今年使った教材を丸ごと次
年度のサイトに移動させるといっ
たプロセスも簡単に行える。サイ
ト内検索には、日本語用の検索ア
ドオンプロダクト「BigramSplitter 
1.0b4」をインストールしている。

「BigramSplitter」は、アジア言語
を検索で用いる際に、検索にかか
りやすいように工夫されたプロダ
クトで、特に日本語のような分か
ち書きをしない言語サイトに用い
ると検索ヒット数があがると言わ
れている。

(4)closed report とワークフローの
改変
　次に、「教員 - 受講生」間で閉じ

られたレポートの授受領域である「closed report」
領域を構築するにあたって工夫を施したワークフロ
ーについて説明を行いたい。「closed report」領域
を作成するにあたって多くの改変が必要だったのが、
権限の設定である (Figure12)。「material」の場合
は、教員のみがファイルやページ形式のアイテム ( デ
ータ ) を追加でき、学生は閲覧のみ、という単純な
権限設定で対応できる。さらに、教員、受講生全員
が参加するタイプのメニュー (「discussion」「wiki」

「groupwork」「findings」11)) に関しても、コンテン
ツの追加、追加されたコンテンツの編集、閲覧権限を
全員にオープンにするのみであるため、権限設定は比
較的簡単に行えた。一方、「closed report」に関して
は、次のような権限設定になる。

・教員は、受講生が提出したレポートを閲覧、赤字コ
メントの追加などができる。自身でレポートの追加 (

Figure10 ウェブページ形式のアイテム ー本文に、画像や動画を貼り付け
た例ー

Figure11 音声をウェブページの「本文」に貼りつけ
た教材例
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提出 ) もできる。
・受講生はレポートの追加 ( 提出 )、自分が提出した
レポートの編集ができるが、他人が提出したレポート
は閲覧できない。さらに、追加したレポートに対して、
教員から見られたくない場合は、「かくす」ボタンを
押して非表示にする ( 自分にだけ表示する ) こともで
きる。
　こうした条件に対応するために、Plone の下で動い
ている Zope12) において、ワークフローの設定をデフ
ォルトの状態から変更した。紙面の都合上、ここでは、
設定変更の手順を詳述することはできないが、視覚的

に簡単に、Plone 上のパーミッションを用いて説明を
すると、以下のようになる (Figure13)。まず、左図は、
グループワークで GroupA に所属している受講生と
教員であれば、どのような操作 ( コンテンツの追加、
コンテンツのごとのコピーペーストや削除などの編
集、閲覧 ) が可能である状態を示している。一方、右
図が「closed report」の状態である。受講生は、コ
ンテンツの追加はできるが、一端作成したページやフ
ァイルを削除したり、他のディレクトリにコピーペー
ストすることはできない。さらに、閲覧は、自分が提
出し、所有 (Owner) となっているもののみ可能とい

Figure12  closed report の入り口ページとインストラクション

Figure13 パーミッションの設定比較
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う状態である。

Plone を用いた効果

　では、実際に Plone を授業で利用した効果はいか
ほどのものだったのだろうか。本項では、三浦徹教授
が実施した「東洋史概説」(2010 年度前期科目 ) にお
ける Plone 利用と受講生の声を参考に Plone の学修
効果について考察してみたい。まず、Plone を導入す
ることを前提にした、シラバスの一部を参照したい。

　「本講義は、本学が導入する「統合的学修支援シス
テム」の実験的な授業となる。このため、ウェッブサ
イトを用いて、毎回の教材の提示や予習や復習の課題
作成を行う。受講者は、本授業のウェッブサイトから、
教室で用いる資料類 (AV 資料を含む ) を随時ダウン
ロードすることができ、予習や復習の課題をウェッブ
サイトを通じて提出する。受講生をグループにわけ、
お互いに情報交換をしながら、予習や復習の課題を解
いていくことで、「イスラーム世界」というなじみの
ない領域 ( 山 ) を一緒に登っていけるようにしたい。(
中略 )
　講師が一方的に話し、受講者がこれを聴く、という
授業スタイルでは一過性の知識しかえることはでき
ないだろう。「なぜそうなのか ?」と考え、「そうだっ

たのか !」と眼からウロコが落ちる、その繰り返しか
ら、イスラーム世界を理解する鍵となる知識や力が得
られるようにしたい。ゴール ( 頂上 ) にたどりついた
ときには、イスラーム世界の霧が晴れることを期待す
る 13)。」

　上記目標は、「授業」→「学生の事後課題提出」→「教
員の事後課題へのコメント書き込み」→「次の授業で
のフィードバック」 という 1 連の流れが循環すること
で構成されていった。上記の授業運営に Plone の運
用を絡めると、Table1 のようになる。
　三浦教授の授業では、オフラインの授業とオンラ
インによる教材提示や事後課題の提出が絡むことに
よって受講生の授業参加が促進されていた。「closed 
report」を利用した「教員 - 学生」間の物理的な双方
向性だけではなく、コメント紹介等によって次の議論
展開を促進するような工夫がされており、その結果、
オンラインとオフラインが有機的な繋がりをもった
といえる。 教員は、さらに思考を促すような一言を
学生が提出した課題の下に赤字で入力しており、毎回
の教員コメントを楽しみにしている受講生も多数見
受けられた。また、教員コメントへの期待と同時に、
事後課題を整理する中で、次授業への期待を高めてい
く学生コメントも見受けられた。
　事後課題では、最初はテキストの打ち込みのみの投

Table1  授業フローと Plone の連携例
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稿が目立ったが、次第に「本文」中に Plone に付随
する「表」や「リンク」機能を使う等、工夫を凝らす
提出も見受けられるようになった。Plone による実践
を学生自身がどのように感じたのか、三浦教授の「東
洋史概説」では、授業の最終回に独自の授業アンケー
トを行っていただいた。三浦教授よりその一部を教育
開発センターへのフィードバックとして頂戴したので
紹介したい。学生からの感想・意見は、1Plone に関
する意見、2closed report を使った事後課題に対す
る意見、3 グループワークに対する意見の 3 つのフェ
ーズに分かれている。 12 の意見からは、「教員−学生」
間の双方向性だけでなく、Plone に提出された他の受
講生の事後課題の紹介が学生にとってよい刺激になっ
ていることも伺える。

1 Plone に関する意見
・Plone からの提出は頭の中を整理してから書くこと
ができてよかった。
・Plone のページは表がつくりやすかった ! Plone は
画期的でよかった。

2 closed report を使った事後課題に関する意見
・事前・事後課題も様々な面から考えることができて
自分の力になった。 
・毎回みんなの予習課題 & 事後課題がすごく楽しみ
だった。自分ではおもいつかなかった視点・考え方に
触れることができてとてもよかった。
・画像、映像を多用していて内容がわかりやすく楽し
く授業にのぞめた。素敵な授業をありがとうございま
した。
・とてもおもしろかった。授業のはじめに他の人の意
見の紹介がよかった。
・毎回のレポートがとても負担だったが、レポートに
なれたり、イスラーム世界を知るという意味では実が
あったと思う。 
・事後課題をするのは大変だったが、いろいろ調べて
書くのは楽しかった。 

さらに、三浦教授が個別に聴取してくださった学部 2
年生の受講生からは、次のような意見もあった。

・私自身は Plone を使用したことによって、より授業
で扱われた課題を深く考えることができるようになっ
たと思う。他の授業では、授業最後の 10 分間など限
られた時間の中で授業の内容に対する感想を書くくら

いしかできなかったが、時間的猶予があると思うと、
自主的にわからなかったところを調べたり、疑問点を
挙げたり、またじっくり自分の考えを練ったり出来た
ので良かった。また普段の事後レポートも含め、期末
レポートなどもアップできたのは便利だったし、提出
時間が限定されないことも私にとっては大きな利点だ
った。

　三浦教授によれば、Plone による事後課題を授業に
導入することによって、受講生の事後コメントの質量
が増加し、やる気のある学生と普通の学生が開く結果
を生んだようであった。
　学期末には、グループディスカッションを Plone
で行った。2010 年前期科目「東洋史概説」では、授
業のはじめに教員がグループを割り当てた。グループ
ディスカッションは、自分が所属するグループの領域
のみが表示されるようになっている。教員は、すべて
のグループの投稿内容を閲覧することができ、ディス
カッションの展開経過を見て、アドバイスを書き込む
ことができる。3 グループワークに対して学生からは、
以下のような意見があがった。

・グループディスカッションがおもしろかった。能動
的な授業になるし、自分の意見を主張する授業だけで
なく、いろいろな人の意見もきけるので、いろいろと
考えさせられた。とてもいい経験ができた。 
いろいろな人の考えを聞く機会も多くあってよかっ
た。 
・グループディスカッションは正直実際に集まって話
し合う方が効率が良いと感じたのであまり利用しなか
ったがが、もっと有効に利用する手段を模索してみる
べきだったかと思う。
・グループディスカッションのページが使いづらかっ
た。チャットのように打った文章がすぐ反映されるよ
うにした方がいいと思う。 人が見ている時、ロックが
かかって見れないので、同時に見ることができるよう
にしてほしい。
　
　グループディスカッションメニューは、「受講生−
受講生」同士の意見交換を促進させるという意味では
成功したが、Plone のデフォルトの機能を援用して作
成したため、多少使いづらい面もあったようである。
こうした点に関しては、新たに掲示板機能やブログ機
能があるアドオンプロダクトをインストールさせるこ
とで今後対応していきたい。Figure14、Figure15 は
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同じく三浦教授の 2010 年後期科目「宗教文化とジェ
ンダー」で使用されたグループワークページの例であ
る。Figure14 は教員側からみたグループ別のアイコ
ンでリンクをクリックすると、それぞれのグループデ
ィスカッションの推移が確認できる。Figure15 は教
員がグループディスカッションに追加された項目を時
系列で閲覧できるようにした「コレクション」である。

今後の課題 

　大学における ICT 支援の意義を他大学の先行事例
と本学教育開発センターによる学修支援の実践から検
証してきた。以上を総括して、本学における今後の課
題を (1) 学修支援としての課題と (2) 運用面の課題の

2 局面から検討してみたい。

(1) 学修支援としての課題
　まず、第 1 点目として、文字の入力のみならず、画像、
音声、動画などを活用した美しい教材作成やレポート
作成ができるような工夫が必要である。2010 年度の
利用に関しては、学生は文字だけでレポートを提出す
るケースがほとんどであった。closed report に画像
や動画を組み合わせて活用できるような仕掛けが必
要と思われる。また、受講生が自然に使用するのを待
っているだけではなく、様々な工夫ができるオプショ
ンを大学側が提示する必要もある。その際に、現行の
ウェブサイトマニュアルだけではなく、学生向けの講

習も必要かと思われる。さら
に現行のマニュアルに加え、
今後、ビデオマニュアルで紹
介することも考えられる。
　第二点目としては、学生同
士の双方向性を高める仕組み
をより充実させることであ
る。今回は、Plone のデフォ
ルト機能を援用することによ
っ て、discussion や wiki と
いうメニューを作成していた
が、2010 年度はあまり利用
されなかった。これには、大
勢で 1 つのものを電子上で制
作したことがない、といった
ような学生自身の経験の少な
さが要因となったことが考え
られる。さらに、授業サイト

はフォーマルな場であるため ( 成績にも関わるため )、
自由闊達な意見交換を行う場としては、やや躊躇され
てしまった可能性もある。こうした議論への参加や人
と人との繋がりを疎外する要因を取り除くためには、
先に述べたように、講習会などを充実させ具体的な手
立てを提示することや、学生だけの参加領域を設ける
等の工夫が必要であろう。
　第三点目としては、携帯電話への対応である。学生
は、パソコンよりも携帯電話からインターネットにア
クセスする機会が多い。前項に引き続き、三浦教授の
受講生の声によれば、「いちいちパソコンを開かなけ
ればならないのが面倒」という意見もあった。教育開
発センターで月に 1 度ペースで実施している「Plone
説明会」でもモバイル対応の必要性に関するご意見を

Figure14  グループワークのアイコン

Figure15  教員専用フォルダ「my folder」内に蓄積されたグループワークの投稿
一覧 ( 作成日でソート )
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参加教員からいただいた。たとえば、意見の書き込み
をそのままプロジェクタでスクリーン投影させて講
義の議論を展開させたり、通学途中に携帯電話から
復習をしたり等、モバイル対応ニーズはかなり高い。
Plone を携帯電話に対応させるためには、少々の準備
が必要となる。今後のタブレット PC やスマートフォ
ン等の普及を鑑みれば、期待含みではあるが、現状の
ままでも対応が可能と判断することもできる。
　以上、オフラインの授業とオンラインの学修支援を
有機的に結びつけるためには、仕組みを提供する複数
の関係者による幾多の試行錯誤が必要である、と総
括することができよう。特に 2010 年度前期の Plone
を利用した学修支援の開発・実践では、単純に場所を
提供するだけでは、サーバースペースは「ただの箱」
になってしまう可能性が高い、という貴重な示唆を得
た。次のステップへと進むためには、< 学び > を柔軟
に組織化するプロセスを大学としてどのように準備
をしていくのかを深く考える必要があるのではない

だろうか。

(2) 運用面の課題
　運用面では、技術的な課題がいくつか挙げられる。
前述したとおり、Plone はオープンソースの CMS で
あるため、世界中にいる技術者が、様々なアドオンプ
ロダクトを開発している。そのプロダクトをそのま
ま使用できる場合もあるが、それぞれの教員が持つ
ニーズに対応させるためには、細かいプロダクト改変
も必要となる ( 例えば前述の EC Quiz= クイズ形式の
アドオンプロダクト )。また、アカウント管理を今後
どのように行っていくのかも考えなければいけない
課題の 1 つである。現在、前期 1 つの Plone を授業
ごとにタブわけする状態 (Figure2) から、教員個々に
Plone サイトを設置する状態 (Figure16) に移行して
いる。
　しかし、2010 年度後期の状態 (Figure16) であると、
学生は個々の教員別のサイトを訪れては、その都度、
ログインをしなければいけない状態になっている。ロ
グインの手間もさることながら、複数の授業を取って
いる学生は、各教員のサイトごとにレポートが蓄積さ
れていくことになるため、学生個人の学修履歴管理に
は不向きである。教育開発センターでは、当面 Plone
内でシングルサインオンができるよう改善準備を進
めているが、 長期的な視野に立った場合、学内におけ
る他システムとの連携も視野に入れていかなければ
ならないだろう。  
　例えば、Figure17 のように学生個人のサイトを設

けた場合、異なる用途の情報を異な
る性質を持ったデータベースを学生
側は意識することなくアクセスでき
る環境作りが必要である。情報の取
得にも蓄積にもストレスがかからず、
かつセキュリティ面でも安心できる
ような仕組み作りが求められるであ
ろう。

(3) おわりに 
　以上のような学修支援と ICT を絡
めた開発を持続可能な形で進めてい
くためには、次のようなことが必要
と思われる。まず、1 大きな経費が
かかるような体制を組まないことが
重要である。経費の節約もあるが、
丸ごと外注をしてしまうと、様々な

Figure16  後期の状態

Figure17  学生個人の ICT 支援イメージ
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開発プロセスに発生する試行錯誤もノウハウも大学側
に蓄積されないことになる。また、こうした実験的
な開発環境を常に維持することも重要である。 無論、
実験開発段階でも、情報セキュリティ面には十分に配
慮する必要があるが、実験段階のものをすぐに大学の
全体的な仕組みに適応させようとすると、前例がない
ことを試しているため、様々な例外事項のみが目立っ
てしまい、条件に縛られて身動きができなくなること
も起こりうる。第二点目としては、2 情報インフラの
拡充である。今後、タブレット型 PC 等の普及や、そ
れらとパソコンが連携するような授業の実現を考えた
場合、いつなんどきでも、手元でインターネットにア
クセスできるような大学環境が必要である。最後に、
3 実験環境が起動に乗り始めたら、状態的に運営・サ
ポートするための組織も必要となるであろう。現在は
開発と運用を同時並行で行っているため、授業責任者
や学生が慣れれば行えるような箇所も、教育開発セン
ターで行っている。今後、利用者が増えていく場合は、
安定運用をするための新たな人員が必要であろう。
　こうした今後の課題に示唆的であるのは、大学全
体で、Plone を導入し運用しているペンシルバニア
州立大学など海外の事例である 14)。ペンシルバニア
州立大学では、Weblion というチームが大学全体の
Plone サポートに従事している。大学内の Weblion
チームには、専門の技術スタッフがおり、教員ニ
ーズにそった様々なプロダクトが開発されていた。
Weblion チームのサポートは、StudentClubs にも及
んでおり、そこでは、学生の自治サイト、スポーツや
レクレーショングループ、アカデミックグループ、一
般的な興味によるグループなど、1000 以上のクラブ
運営が Plone でなされているとのことであった。こ
れらの Plone への投稿は、Facebook や Twitter にも
飛ぶようになっている。学生にとっては、簡単に制作、
メンテナンスができることが魅力となっているようで
あった。Plone では、デフォルトでイントラネットに
対応した、ワークフローを備えており、セキュリティ
の高いサイトを簡単にセッティングできることなども
利用されている一因となっているようであった。
　最後に、「ICT を活用して学ぶ」という点に関連して、
"Plone Symposium East 2010" のキーノートスピー
チを行ったミシガン大学の、Dr. Chuck Severance
氏の言葉を引用したい。

　「実用性がフロントランナーのような言われ方はよ
くされる。特に景気が減退して予算が削られるような

世の中だと、学生や大学もそんな雰囲気になり、大学
に対する、プロフェッショナルを育て無くてはいけな
いというプレッシャーも増えてくる。 ミシガン大学で
も、リベラルアーツ部門とエンジニアリングスクール
がお互いに Power を取り合おうとし、殺し合ってい
た。しかし、今は、サイエンスもリベラルアーツも、
ビジネスもすべてが統合されて教えられるようなこと
を試みている。私が担当しているリベラルアーツ学科
の授業では、プログラミングのことを 15 週かけて教
えるようなことはしない。なぜならば、ここは、コン
ピュータサイエンスのディグリーをとるためのコース
ではないからだ。法律家になろうと、生物学者になろ
うと、どれだけコンピュータを使えばパワフルにいろ
んなことができるのかを体感してもらう。実際、私は、
非常にクリエイティブな仕事をしてくる学生達に常に
おどろかされている。(Serverance,2010)」。

　以上、様々な大学における ICT の活用事例と本学
における実践をみてきたが、最後に、今一度、初めの
問いを振り返りたい。大学教育の現場で ICT と学修
支援はいかに有機的に絡みうるのだろうか。また、い
かにしてそうした学修支援の環境を大学は提供できる
のだろうか。本論文で明らかになったのは、まず、授
業ルーティンを効率化する部分での連携によって教員
の仕事効率アップに貢献できること、また、様々な局
面をインタラクティブ化することによって従来の授業
形式に加えて、よりリアルな ( バーチャルの対語とし
て ) 人間関係を創出するきっかけとなりうることの 2
点である。こうした双方向性を実現させているのは、
今のところ個々の教員の力量によるところが大きい
が、「インターネットの、無数の情報発信者を可能に
する分散型システム ( 遠藤 ,2010)」という特徴に起
因する部分も大きい。「クローン的に自己生殖し融合
し進化する生命体 ( 遠藤 ,2010)」という特徴をもっ
たインターネット技術が、大学教育の場でどのような
機能を持ちうるのかは、今後も検証し続ける必要があ
る。その際に、鈴木 (2007) がいうように、「自分が
社会生活の様々な場面で選び望んだものがデジタル空
間に蓄積され、それ以外が選べなくなる「宿命」的な
生き方」を後押しするようなことにならないような留
意、つまり創発性を保つ工夫も必要である。単純な効
率化のみならず、知の枠組みそのものが変わりつつあ
る現代の大変化の中で、高等教育機関が社会的にどの
ような貢献をなし得るのか、そのためにどのような舵
をとるのかが真に問われ始めていると言えよう。
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注

1) CEAS は Web-Based Coordinated Education 
Activation System の略。対面型の集合教育を主な対
象として教員と学生の授業と学習に関する諸活動を統
合的に支援することを目的としたシステム。

2) 数値以外に、カテゴリ化されたワード選択肢にも活用
可能。放送大学で使用しているクリッカーはテキスト
自由記述もかけるものを使用しているとのことであっ
た。

3)「キャリアレポート放送局」はお茶の水女子大学が開
発したレポート管理システム。講義のレポートは、学
生に与えられたスペース「スタジオ」を通じて電子提
出し、担当教員は、コメント欄を介して添削・指導を
行う。教員や学友と論議も行える。また就職先に「自
分史」を発信することもできた。( お茶の水女子大学
HP)

4) 訪問聴取活動、及び、かく CMS 等の説明活動は、教
育開発センター、アカデミックアシスタントの猪岡武
蔵氏と行った。

5) 第 3 象限は、学生支援の領域。第 4 象限は、大学広
報の領域と考えられる。

6) conviviality とは、イヴァン・イリイチが使って日
本でも比較的頻繁に用いられるようになった言葉であ
る。コンヴィヴィアルとはそのまま日本語に翻訳でき
る単語がないため、そのまま「コンヴィヴィアル」と
されることが多いが、「共愉」「わいわい楽しむこと」

「宴会好きの」「陽気な」といった訳があてられること
もある。この言葉は、「情報公開、共有こそが民主主
義を支える根幹であり、そのためのツールとしてコン
ピュータを使う」という発想をもち、活動の場を広げ
ていった学生達に影響を与え USENET の基盤となっ
たとも言われている。

7) 今後は、アカウント管理の観点から、1 つの Plone に
再度集約し、教員ごとにラージフォルダを設けるとい
う方式に転換する可能性もある。本論文「今後の課題」
を参照のこと。

8) 「コレクション」とは、一定の条件をかけてサイト内
で条件に合うものだけを表示させる機能。中村准教授
の場合は、アイテムタイプ ( データのタイプ ) がイベ
ント形式のもののみを集めて表示させている。「テー
ブル形式」とは表示形式の 1 つ。フォルダや、コレク
ションなどには、次の 4 つの表示形式が準備されてい
る。1 デフォルトビュー、2 サマリービュー 3 テーブ
ルビュー 4 サムネールビュー。「テーブルビュー」は、
タイトル、作者、タイプ、変更日時が表のようにすっ
きりとコンパクトにまとめられた表示形式。

9) アイコンは、教育開発センターのアカデミックアシス
タント、中村由樹子氏が作成した。それぞれのアイコ
ンに意味を持たせ、受講生が一目でメニューの意味を
認識できるようにデザインされている。

10) こうした具体例や手順に関しては、マニュアルサイ
トを充実させているので、是非参照されたい。マニュ
アルサイトは教育開発センターのアカデミックアシス
タント、小高麻里子氏が作成した。1 つのテーマに関
して 1 スクロール以内の簡潔でわかりやすい説明を心
掛けた。https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha/Plone

11) Discussion:「話題提供用」用のメニュー。写真付き
で記事を投稿でき、サムネイル ( 縮小版の写真 ) が一
覧に表示される。投稿された記事に「コメント」を追
加することも可能。Wiki:「共同編集用」のメニュー。
1 つのものを大勢が作成するためのメニュー。 いつだ
れがどのような編集を行ったのか、履歴が残り、バー
ジョンごとの比較や管理ができる。Findings: 様々
なタイプのデータをを格納するための汎用的なメ
ニュー。動画リンクや画像、他のサイトのリンクや、
文書などを格納できる。Groupwork に関しては、後述。

12) オープンソースの高機能アプリケーションサーバ
ソフト。ZOPE は単独で Web サーバとして動作し、
Python プログラムを使用して動的に Web ページを生
成することができるほか、データベースソフトと連携
した動作にも対応している。また、ZOPE はサーバ上
のコンテンツを Web ブラウザ経由で管理する機能を
備えており、コンピュータの操作に慣れていない人が
容易に Web サイトを管理できるよう配慮されている。
(IT 用語辞典 )

13) 2010 年 11 月 25 日 ( 木 ) に 実 施 さ れ た 第 3 回
Plone 説明会「Plone を使った双方向的授業の試み」
の際、三浦教授にご発表いただいた資料を参照。

14) 2010 年 5 月 27、28 日 に Penn State University
で行われた Plone Symposium East 2010 に参加し、
Plone を大学全体で運用している大学の発表を聴取し
た。ぺンシルバニア州立大学、リベラルアーツ科目の
教員の発表によると、最初は、特にアドオンプロダク
トは入れずに、1 つの Zope、1 つの Plone という簡
便な構成で使用していたようであった ( 教育開発セン
ターの 2010 年度前期の構成と同じ )。その後、1 つの
Zope に多数の Plone サイトをつけて構築したようで
あった。( これも、教育開発センターで 2010 年度後
期に行った方法とほぼ同じである )。1 つの授業フォ
ルダの下位フォルダに、各回のレッスンフォルダがさ
らにあり、その中にドキュメントが格納されている。
Plone サイトの編集ができるのは、教員と事務員であっ
た。
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